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部     局 職 名 氏  名 備     考 
生命科学先端研究センター 
教 授 大熊 芳明 
センター長（併任），委員長 
大学院医学薬学研究部（薬学）・教授 
教 授 門脇  真 
副センター長（動物実験担当）（兼任） 
和漢医薬学総合研究所・教授 
教 授 水口 峰之 
副センター長（分析機器担当）（兼任） 
大学院医学薬学研究部（薬学）・教授 
教 授 西条 寿夫 
副センター長（遺伝子実験担当）（兼任）
大学院医学薬学研究部（医学）・教授 
教 授 森   寿 
副センター長（放射線管理担当）（兼任）
大学院医学薬学研究部（医学）・教授 
准教授 山本  博 
動物実験施設長（兼任） 
平成21年４月１日～平成22年９月30日 
准教授 五味 知治 分子・構造解析施設長（兼任） 
准教授 田渕 圭章 遺伝子実験施設長（兼任） 
准教授 庄司 美樹 アイソトープ実験施設長（兼任） 
大学院医学薬学研究部（医学） 
教 授 笹原 正清  
教 授 戸邉 一之  
教 授 井上  博  
大学院医学薬学研究部（薬学） 
教 授 酒井 秀紀  
教 授 松谷 裕二 平成22年４月１日～平成23年３月31日 
大学院理工学研究部（理学） 教 授 松田 恒平 平成22年10月１日～平成23年３月31日 
大学院理工学研究部（工学） 教 授 篠原 寛明 平成22年10月１日～平成23年３月31日 
和 漢 医 薬 学 総 合 研 究 所 准教授 手塚 康弘  
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◎任期：平成23年４月１日～平成25年３月31日 
部     局 職 名 氏  名 備     考 
生命科学先端研究センター 
教 授 大熊 芳明 
センター長（併任），委員長 
大学院医学薬学研究部（薬学）・教授 
教 授 井ノ口 馨 
副センター長（動物実験担当）（兼任） 
大学院医学薬学研究部（医学）・教授 
教 授 水口 峰之 
副センター長（分析機器担当）（兼任） 
大学院医学薬学研究部（薬学）・教授 
教 授 松本 欣三 
副センター長（遺伝子実験担当）（兼任）
和漢医薬学総合研究所・教授 
教 授 笹原 正清 
副センター長（放射線管理担当）（兼任）
大学院医学薬学研究部（医学）・教授 
准教授 山本  博 動物実験施設長（兼任） 
准教授 五味 知治 分子・構造解析施設長（兼任） 
准教授 田渕 圭章 遺伝子実験施設長（兼任） 
准教授 庄司 美樹 アイソトープ実験施設長（兼任） 
大学院医学薬学研究部（医学） 
教 授 森   寿  
教 授 戸邉 一之  
教 授 西条 寿夫 平成23年４月５日～平成25年３月31日 
大学院医学薬学研究部（薬学） 
教 授 松谷 裕二  
教 授 酒井 秀紀  
大学院理工学研究部（理学） 教 授 松田 恒平  
大学院理工学研究部（工学） 教 授 川原 茂敬  





部  局  等 職 名 氏  名 備     考 
大学院理工学研究部（理学） 准教授 横畑 泰志  
大学院理工学研究部（工学） 教 授 田端 俊英  
大学院医学薬学研究部（医学） 教 授 森   寿  
大学院医学薬学研究部（薬学） 教 授 倉石  泰 委員長 
和 漢 医 薬 学 総 合 研 究 所 
准教授 渡辺 志朗  
教 授 門脇  真 
役職指定 
平成22年10月１日～平成23年３月31日 
附 属 病 院 教 授 鈴木 道雄  
人 間 発 達 科 学 部 准教授 高橋 満彦  
生命科学先端研究センター 
准教授 山本  博 役職指定 
助 教 西園 啓文 
役職指定 
平成22年４月１日～平成23年９月30日 
大学院医学薬学研究部（薬学） 教 授 盛永審一郎 動物実験を行わない教員 







部  局  等 職 名 氏  名 備     考 
大学院理工学研究部（理学） 助 教 山本 将之 遺伝子組換え研究者 
大学院理工学研究部（工学） 准教授 安川 洋生 遺伝子組換え研究者 
大学院医学薬学研究部（医学） 教 授 清水 忠道 遺伝子組換え研究者 委員長 
大学院医学薬学研究部（薬学） 教 授 大熊 芳明 遺伝子組換え研究者 
和 漢 医 薬 学 総 合 研 究 所 准教授 東田 道久 遺伝子組換え研究者 
大学院理工学研究部（理学） 教 授 阿部 幸隆 遺伝子組換え研究を行わない教員 （自然科学系） 
和 漢 医 薬 学 総 合 研 究 所 准教授 渡辺 志郎 遺伝子組換え研究を行わない教員 （自然科学系） 
経 済 学 部 








大学院医学薬学研究部（医学） 教 授 福田 正治 遺伝子組換え研究を行わない教員 （自然科学系以外） 
生命科学先端研究センター 
准教授 田渕 圭章 役職指定 
助 教 高崎 一朗 役職指定 
大学院医学薬学研究部（医学） 教 授 舟田  久 予防医学関係の教員 
保 健 管 理 セ ン タ ー 講 師 松井 祥子 産業医 
総務部人事労務グループ 
グループ長 松本 修一 
役職指定 
平成22年４月１日～平成23年３月31日 
グループ長 宮原  進 
役職指定 
平成23年４月１日～平成24年３月31日 







部     局 職 名 氏  名 備     考 
大学院医学薬学研究部（医学） 
教 授 近藤  隆 委員長 
教 授 杉山 敏郎  
大学院医学薬学研究部（薬学） 
教 授 根本 信雄  
教 授 笹岡 利安  
和 漢 医 薬 学 総 合 研 究 所 准教授 櫻井 宏明  
生命科学先端研究センター 
教 授 大熊 芳明 役職指定（センター長） 
教 授 森   寿 役職指定（副センター長） 







部   局 
生命科学先端研究センター 






研 究 部（医学） 327 人 269 人 128 人 202 人 78 人
大学院医学薬学 
研 究 部（薬学） 291 171 234 263 137 
和 漢 医 薬 学 
総 合 研 究 所 74 35 56 49 15 
附 属 病 院 17 11 10 7 4 
生命科学先端 
研究センター 39 24 9 17 8 
人間発達科学部 2 0 0 2 0 
大学院理工学 
研 究 部（理学） 1 0 1 0 0 
大学院理工学 
研 究 部（工学） 9 2 7 0 0 










延 数 3,866 3,462 4,233 4,119 3,089 3,553 3,584 3,702 3,494 3,492 3,523 4,329 44,446






動 物 種 件  数 動 物 種 件  数 
マ ウ ス 340 ビーグル犬 1 
ラ ッ ト 52 サ   ル 1 
ウ サ ギ 12 アフリカツメガエル 3 
モルモット 21 計 430 
○特殊実験室等 
実験室等 件  数 実験室等 件  数 
手術室 87 行動科学実験室（小） 266 
感染実験室 32 行動科学実験室（中） 365 
SPF飼育室 37 水生動物室 3 
Tg動物室 208 胚操作室 175 
長期実験室 260 検疫室（マウス／ラット） 11 
胚保存 14 計 1,529 










マウス 585 397 547 733 1,061 661 592 611 512 417 590 380 7,086
ラット 94 77 89 20 22 6 20 54 7 52 56 22 519
ウサギ 0 2 0 2 4 4 0 10 5 3 10 3 43
モルモット 13 0 12 2 4 2 1 8 15 0 0 2 59
ビーグル犬 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 7
サル 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 4
アフリカ 
ツメガエル 5 4 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 20
















ベックマン Optima XL90 1 件 
ベックマン Optima L70 ２台 169 件 
ベックマン TLX-120（卓上型） 117 件 
高速冷却遠心機 ベックマン J2-MI，Avanti HP-26XP 318 件 
紫外可視分光光度計 島津 UV160A 57 件 
蛍光分光光度計 日立 F-4500 315 件 
プレートリーダー／ウォッシャー インターメッド NK-300/NJ-2100UV 462 件 
蛍光・発光・吸光 
マイクロプレートリーダー テカン GENios 265 件 
ペプチドシーケンサー 島津 PPSQ-21 210 cycles 
ペプチド合成装置 島津 PSSM-8 38 件 
飛行時間型質量分析装置 ブルカーダルトニクス autoflex 685 件 
遺伝子情報解析ワークステーション 










高分解能透過電子顕微鏡 日本電子 JEM-1400TC 54 件 
高分解能走査電子顕微鏡 日立 S-4500 12 件 
走査プローブ顕微鏡 SIIナノテクノロジー SPA-400 66 件 
超ミクロトーム ライヘルト ウルトラカット ２台 24 件 
クリオスタット ライカ CM 3050S IV ２台 425 件 
構造・物性解析系
 
元素分析装置 サーモエレクトロン FlashEA 1112 6 件※２
質量分析装置 
日本電子 JMS-AX505HAD 48 件※２
日本電子 GCmateⅡ 819 件※２
超伝導FT核磁気共鳴装置 
日本電子 ECX-400P 3,179 件※３
バリアン GEMINI 300 5,024 件※４
バリアン UNITY PLUS 500 1,247 件※４
 
－13－ 
区分 機 器 等 名 型     式 利用件数等
構造・物性解析系
 
原子吸光分光光度計 日立 Z-5000 3 時間 
円二色性分散計 日本分光 J-805 250 件※２
赤外分光光度計 日本分光 FT/IR-460 200 時間 
旋光計 日本分光 P2100 11 時間 
高分解能質量分析システム サーモ・サイエンティフィック LTQ Orbitrap XL ETD 256 件※３
細胞生物学系
 
タイムラプスイメージングシステム カールツァイス Cell Observer 
56 件 
594 時間 
リアルタイム細胞解析システム ロシュ xCELLigence RTCA DP 
2 件 
364 時間 
細胞動態解析装置 GEヘルスケア EZ-TAXIScan 34 件 
自動細胞分析装置 
コールター EPICS-Elite 10 件 
ベクトン・ディッキンソン FACSCantoⅡ 381 件 











レブコ UTL-2186 27 件
※１
純水製造装置 ヤマト科学 EQP-3SB 
29 件※１
2,466ℓ 
低温室  5 件※１
工作機器（旋盤 他） 安藤 AKS-30D-M2 他 186 件 
液体窒素貯蔵・取出システム ダイヤ冷機 DTL-B-3 
59 件※１
22,105ℓ 
自動フィルム現像装置 フジフイルム CEPROS SV 1,378 枚 
画像処理システム 
オリンパス BX-61/DP70 
キーエンス BZ-8000 等 1,026 件 
大判プリンタ 
HP DesignJet 5000ps 
キヤノン ImagePrograph iPF8100 734 枚 
カラーレーザープリンタ ゼロックス DocuCentre-ⅢC2205PFS 224 枚 













































生化学 井ノ口 馨 ○記憶形成の分子機構の解明 
分子神経科学 森   寿 
○情動の脳神経分子機構 
○神経活動可視化マウスの作製 













































近藤  隆 
○放射線誘発アポトーシスメカニズムの解析 
○Shikoninが誘発する細胞死に関する研究 
小川 良平 ○刺激応答性プロモーターの構築 
趙  慶利 ○温熱誘発アポトーシスと遺伝子発現の解析 
公衆衛生学 稲寺 秀邦 
○遺伝子アレイを用いた化学物質の毒性評価に関する研究 
○ウエスタンブロット法による花粉アレルゲン解析 
法医学 畑 由紀子 ○突然死に関与する遺伝子変異の検索およびその機能解析
内科学⑴ 












岩田  実 
○気管支喘息患者におけるアディポネクチン遺伝子多型の
解析 
石木  学 ○抗酸化剤の代謝関連タンパク質の発現調節作用の検討 
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西川  潤 ○潰瘍性大腸炎の病態関連腸内細菌叢の検討 
Haider Zaidi 
Syed Faisal 
○Helicobacter pylori associated gastric carcinogenesis 








三原  弘 
○Transient Receptor Potential（TRP）ion channel刺激による
培養消化管上皮細胞へのCa流入およびATP放出の検討 
皮膚科学 








































堀  岳史 
○ヒト骨肉種細胞に対するNutlin-3による遺伝子発現変化の
解析 
鈴木 賀代 ○骨軟部肉腫における融合遺伝子の機能解析 















野口  映 ○口腔扁平上皮癌におけるINGタンパクの発現 
臨床分子病態
検査医学 






藤本  誠 
○和漢薬・桂枝茯苓丸の脂肪性肝障害進展抑制効果につい
ての検討 
岡  洋志 
○腎機能障害に対する和漢薬の効果と低酸素適応応答因
子の関与の解明 











木村 真梨 ○褥瘡に対する漢方方剤の効果 










荒舘  忠 ○精子のハイパーアクチベーションの発現機構の解析 
免疫バイオ・創














薬剤学 赤沼 伸乙 
○網膜における輸送担体および細胞増殖制御因子の発
現・機能解析 















毒性学 佐久間 勉 
○雌特異的マウスP450遺伝子の発現調節解析 
○マウス肝シトクロムP450の機能解析 






遺伝情報制御学 大熊 芳明 ○真核生物における遺伝子発現制御機構の解析 


























構造生物学 水口 峰之 
○タンパク質（BACE I，amyloid beta-peptide，EGF receptor，
Antifreeze protein RD III）の発現系構築と立体構造解析 
薬物生理学 藤井 拓人 ○胃ベシクルリン脂質flippaseのクローニングと機能発現 
医療薬学 
























































































東田 千尋 ○伝統薬物の神経変性疾患に対する薬効解析研究 
附 属 
病 院 




援センター 宮  一志 ○脳炎・脳症における中枢神経に対する自己抗体の検出 
周産母子セン
ター 






























人間発達科学部 安本 史恵 ○初代培養神経細胞の免疫組織化学的解析 
⑵ 機器利用状況 
◎平成22年度 
機  器  名 型     式 利用件数等 
GeneChip解析システム アフィメトリクス 72-DM00-10 21 件 
レシオ/FRET/発光イメージングシステム 浜松ホトニクス AQUACOSMOS 111 時間 
DNAシーケンサー 
ABI PRISM310 1,518 サンプル 
ABI PRISM3100 989 ラン 
定量リアルタイムPCRシステム ストラタジーン Mx3000P ３台 3,950 時間 
リアルタイムPCRシステム バイオ・ラッド iQ5 210 時間 
レーザーマイクロダイセクションシステム カールツァイス PALM MicroBeam 37 時間 
共焦点レーザー顕微鏡 
ライカ TCS-SP5 1,663 時間 
カールツァイス LSM510 96 時間 
カールツァイス LSM700 510 時間 
蛍光顕微鏡 オリンパス BX50-34LFA-1 370 時間 
電気泳動写真撮影装置 アトー AE-6911CX 512 枚 
ルミノイメージアナライザー 
フジフイルム LAS-1000plus 406 件 
フジフイルム LAS-4000 1,144 件 
１㎕分光光度計 ナノドロップ NanoDrop 1000 2,437 件 














使用中量 受 入 量 払 出 量 廃 棄 量 使用中量 保 管 量 
3H 1,647.702 24.624 140.600 215.874 234.901 5.597 1,572.427
14C 650.211 1.479 57.895 103.072 102.635 1.916 605.035
22Na 3.093 0 0 0 0 0 3.093
32P 23.708 11.100 333.000 346.108 357.208 0 10.600
35S 189.100 0 37.000 210.712 210.712 0 15.388
36Cl 3.473 0 0 0.138 0.138 0 3.335
63Ni 25.000 0 0 0 0 0 25.000
86Rb 0 0 74.000 44.848 44.848 0 29.152
125I 0 0 0.740 0.740 0.740 0 0












解剖学 松井 好人 ○骨軟部腫瘍における融合遺伝子の機能解析 
生化学 川口  博 
○マウス発生工学的手法を用いた脳および網膜等の神経細
胞変性・再生機構の研究 
分子神経科学 森   寿 ○情動の脳神経分子機構 
病態・病理学 笹原 正清 ○組織における増殖因子およびその受容体発現と機能解析 
免疫学 岸  裕幸 ○リンパ球の分化・活性化 
ウイルス学 白木 公康 ○ウイルス蛋白合成に及ぼす外的因子の効果，感染様式の
解析 
分子医科薬理学 服部 裕一 ○敗血症など病態時における細胞内シグナリングの変化 
放射線基礎医学 小川 良平 ○細胞内生理活性物質の微少生理活性の検討 
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公衆衛生学 稲寺 秀邦 ○化学物質の遺伝子発現に及ぼす影響の解析 
内科学⑴ 薄井  勲 ○インスリン抵抗性機序の解明 
内科学⑵ 
能澤  孝 
○虚血および肥大心における心臓交感神経機能，心筋代謝
について 
供田 文宏 ○生活習慣病での転写因子，NFκBの動態に関する研究 
内科学⑶ 
高原 照美 ○肝再生誘導における各種の因子の検討 
峯村 正実 ○肝細胞癌に対する分子標的治療薬の作用機序の検討 
神経精神医学 鈴木 道雄 
○嗅内皮膚傷害ラットにおけるドーパミン神経伝達の変化 
○嗅内皮膚傷害ラットにおけるバソプレッシン神経系の変化 
産科婦人科学 齋藤  滋 ○妊娠における制御性Ｔ細胞の機能解析 
臨床分子病態
検査学 
北島  勲 ○関節軟骨分化における恒常的発現分子機能解析 
人間科学⑴ 金森 昌彦 ○肉腫細胞の分化誘導に関する研究 
免疫バイオ・創







薬剤学 細谷 健一 ○関門組織における生体膜輸送生理学的解析 
毒性学 佐久間 勉 ○薬物代謝酵素遺伝子の発現調節機構 
分子神経生物学 津田 正明 
○神経細胞のカルシウム応答遺伝子群のクローニングとそ
の発現制御機構 
遺伝情報制御学 大熊 芳明 ○真核生物における遺伝子発現制御機構の解析 
分子細胞機能学 今中 常雄 ○ペルオキシソーム膜ABC transporterの構造と機能解析 
薬物生理学 酒井 秀紀 
○プロトンポンプのイオン輸送能の研究 
○消化管イオン輸送蛋白質の構造と機能の研究 






医薬品安全性学 田口 雅登 
○腸および腎由来培養細胞を用いた薬物経細胞輸送特性の
解析 

















部 局 講座・研究室等 申 請 者 研  究  題  目 
附属病院 薬剤部 加藤  敦 ○グリコシダーゼ阻害剤による糖タンパク質の改変 
生命科学先端研究センター 庄司 美樹 ○微量放射能汚染測定法に関する研究 
⑶ 機器利用状況 
◎平成22年度 
機  器  名 型     式 利用件数 測定試料数
液体シンチレーションカウンタ 
アロカ LSC-5100 94 2,561 
アロカ LSC-5200 191 4,531 
アロカ LSC-6101 86 3,921 
アロカ LSC-7400 237 4,473 
マイクロシンチレーションカウンタ パッカード トップカウント 2 192 
オートウエルガンマカウンタ アロカ AccuFLEXγ7001 57 2,801 
バイオイメージングアナライザー 
フジフイルム BAS2000 48 61※ 










⑴Masuoka T., Hayashi N., Hori E., Kuwayama N., Ohtani O., and Endo S.: Distribution of 
internal elastic lamina and external elastic lamina in the internal carotid artery: possible 
relationship with atherosclerosis. Neurol. Med. Chir. (Tokyo), 50: 179-182, 2010. 
⑵Suzuki K., Matsui Y., Endo K., Kubo T., Hasegawa T., Kimura T., Ohtani O., and Yasui N.: 
Myxoid liposarcoma with EWS-CHOP type 1 fusion gene. Anticancer Res., 30: 4679-4683, 
2010. 
◎システム情動科学講座 
⑴Tazumi T., Hori E., Maior R.S., Ono T., and Nishijo H.: Neural correlates to Seen 
gaze-direction and head orientation in the macaque monkey amygdala. Neuroscience, 169: 
287-301, 2010. 
⑵Maior R.S., Hori E., Tomaz C., Ono T., and Nishijo H.: The monkey pulvinar neurons 
differentially respond to emotional expressions of human faces. Behav. Brain Res., 215: 
129-135, 2010. 
⑶Soeda Y., Tsuneki H., Muranaka H., Mori N., Hosoh S., Ichihara Y., Kagawa S., Wang X., 
Toyooka N., Takamura Y., Uwano T., Nishijo H., Wada T., and Sasaoka T.: The inositol 
phosphatase SHIP2 negatively regulates insulin/IGF-1 actions implicated in neuroprotection 
and memory function in mouse brain. Mol. Endocrinol., 24: 1965-1977, 2010. 
◎統合神経科学講座 
⑴Eifuku S., Nakata R., Sugimori M., Ono T., and Tamura R.: Neural correlates of associative 
face memory in the anterior inferior temporal cortex of monkeys. J. Neurosci., 30: 
15085-15096, 2010. 
◎分子神経科学講座 
⑴Mori H., and Inoue R.: Serine racemase knockout mice. Chem. Biodivers., 7: 1573-1578, 
2010. 
⑵Hirata K., Taki H., Shinoda K., Hounoki H., Miyahara T., Tobe K., Ogawa H., Mori H., and 
Sugiyama E.: Inhibition of tumor progression locus 2 protein kinase suppresses receptor 
activator of nuclear factor-κB ligand-induced osteoclastogenesis through down-regulation of 
the c-Fos and nuclear factor of activated T cells c1 genes. Biol. Pharm. Bull., 33: 133-137, 
2010. 
◎病理診断学講座 
⑴Nakada S., Tsuneyama K., Kato I., Tabuchi Y., Takasaki I., Furusawa Y., Kawaguchi H., 
Fujimoto M., Goto H., Hikiami H., Kondo T., Takano Y., and Shimada Y.: Identification of 
candidate genes involved in endogenous protection mechanisms against acute pancreatitis in 
mice. Biochem. Biophys. Res. Commun., 391: 1342-1347, 2010. 
⑵Zhao Q., Yokozawa T., Yamabe N., Tsuneyama K., Li X., and Matsumoto K.: Kangen-karyu 
improves memory deficit caused by aging through normalization of neuro-plasticity-related 
signaling system and VEGF system in the brain. J. Ethnopharmacol., 131: 377-385, 2010. 
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⑶Watanabe S., and Tsuneyama K.: A triglyceride-lowering effect of cattle bile is associated 
with elevation of cholesterol levels and liver injury in mice. J. Trad. Med., 27: 179-185, 2010. 
⑷Zheng H.C., Xu X.Y., Xing Y.N., Wei Z.L., Takahashi H., Masuda S., and, Takano Y.: Nuclear 
or cytoplasmic localization of Bag-1 distinctly correlates with pathologic behavior and 
outcome of gastric carcinomas. Hum. Pathol., 41: 724-736, 2010. 
⑸Li X.H., Zheng Y., Zheng H.C., Takahashi H., Yang X.H., Masuda S., and Takano Y.: REG IV 
overexpression in an early stage of colorectal carcinogenesis: an immunohistochemical study. 
Histol. Histopathol., 25: 473-484, 2010. 
◎病態・病理学講座 
⑴Zheng L., Ishii Y., Tokunaga A., Hamashima T., Shen J., Zhao Q.L., Ishizawa S., Fujimori T., 
Nabeshima Y., Mori H., Kondo T., and Sasahara M.: Neuroprotective effects of PDGF against 
oxidative stress and the signaling pathway involved. J. Neurosci. Res., 88: 1273-1284, 2010. 
⑵Wada T., Kenmochi H., Miyashita Y., Sasaki M., Ojima M., Sasahara M., Koya D., Tsuneki 
H., and Sasaoka T.: Spironolactone improves glucose and lipid metabolism by ameliorating 
hepatic steatosis and inflammation and suppressing enhanced gluconeogenesis induced by 
high-fat and high-fructose diet. Endocrinology, 151: 2040-2049, 2010. 
⑶Ohi Y., Ishii Y., Sasahara M., and Haji A.: Involvement of platelet-derived growth factor-BB 
and its receptor-beta in hypoxia-induced depression of excitatory synaptic transmission in 
the nucleus tractus solitarius of mice. J. Pharmacol. Sci., 112: 477-481, 2010. 
⑷Dong X.Y., Sun X., Guo P., Li Q., Sasahara M., Ishii Y., and Dong J.T.: ATBF1 inhibits 
estrogen receptor (ER) function by selectively competing with AIB1 for binding to the ER in 
ER-positive breast cancer cells. J. Biol. Chem., 285: 32801-32809, 2010. 
⑸Taki H., Shinoda K., Hounoki H., Ogawa R., Ishizawa S., Sugiyama E., and Tobe K.: Serum 
interleukin-5 levels correlate with disease activity of Churg-Strauss syndrome in a patient 
treated with a leucotriene receptor antagonist, pranlukast, and inhaled corticosteroid. Scand. 
J. Rheumatol., 39: 341-343, 2010. 
◎免疫学講座 
⑴Kondo S., Kishi H., and Muraguchi A.: Regulatory role of leukocyte common antigen-related 
molecule (LAR) in thymocyte differentiation. Eur. J. Immunol., 40: 1296-1302, 2010. 
⑵Lin Z., Jin A., Ozawa T., Tajiri K., Obata T., Ishida I., Jin F., Kishi H., and Muraguchi A.: 
Post-translational modification of TRAIL receptor type 1 on various tumor cells and the 
susceptibility of tumors to TRAIL-induced apoptosis. Biochem. Biophys. Res. Commun., 395: 
251-257, 2010. 
⑶Tajiri K., Ozawa T., Jin A., Tokimitsu Y., Minemura M., Kishi H., Sugiyama T., and 
Muraguchi A.: Analysis of the epitope and neutralizing capacity of human monoclonal 
antibodies induced by hepatitis B vaccine. Antiviral Res., 87: 40-49, 2010. 
⑷Jin A., Ozawa T., Tajiri K., Lin Z., Obata T., Ishida I., Kishi H., and Muraguchi A.: 
Generation of TRAIL-receptor 1-specific human monoclonal Ab by a combination of 
immunospot array assay on a chip and human Ab-producing mice. Eur. J. Immunol., 40: 
3591-3593, 2010. 
◎ウイルス学講座 
⑴Iwai M., Yoshida H., Obara M., Horimoto E., Nakamura K., Takizawa T., Kurata T., 
Mizuguchi M., Daikoku T., and Shiraki K.: Widespread circulation of echovirus type 13 
demonstrated by increased seroprevalence in Toyama, Japan between 2000 and 2003. Clin. 
Vaccine Immunol., 17: 764-770, 2010. 
⑵Kuramoto T., Daikoku T., Yoshida Y., Takemoto M., Oshima K., Eizuru Y., Kanda Y., and 
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Shiraki K.: Novel anti-cytomegalovirus activity of immunosuppressant mizoribine and its 
synergism with ganciclovir. J. Pharmacol. Exp. Ther., 333: 816-821, 2010. 
⑶Hama Y., Shiraki K., Yoshida Y., Maruyama A., Yasuda M., Tsuda M., Honda M., Takahashi 
M., Higuchi H., Takasaki I., Daikoku T., and Tsumoto T.: Antibody to varicella-zoster virus 
immediate-early protein 62 augments allodynia in zoster via brain-derived neurotrophic 
factor (BDNF). J. Virol., 84: 1616-1624, 2010. 
◎分子医科薬理学講座 
⑴Matsuda N., Teramae H., Yamamoto S., Takano K., Takano Y., and Hattori Y.: Increased 
death receptor pathway of apoptotic signaling in septic mouse aorta: effect of systemic 
delivery of FADD siRNA. Am. J. Physiol. Heart Circ. Physiol., 298: H92-H101, 2010. 
⑵Matsuda N., Teramae H., Futatsugi M., Takano K., Yamamoto S., Tomita K., Suzuki T., 
Yokoo H., Koike K., and Hattori Y.: Up-regulation of histamine H4 receptors contributes to 
splenic apoptosis in septic mice: counteraction of the antiapoptotic action of nuclear 
factor-κB. J. Pharmacol. Exp. Ther., 332: 730-737, 2010. 
⑶Zhang XH., Yokoo H., Nishioka H., Fujii H., Matsuda N., Hayashi T., and Hattori Y.: 
Beneficial effect of the oligomerized polyphenol oligonol on high glucose-induced changes in 
eNOS phosphorylation and dephosphorylation in endothelial cells. Br. J. Pharmacol., 159: 
928-938, 2010. 
⑷Miyamoto S., Cooper L., Watanabe K., Yamamoto S., Inoue H., Mishima K., and Saito I.: 
Role of retinoic acid-related orphan receptor-α in differentiation of human mesenchymal 
stem cells along with osteoblastic lineage. Pathobiology, 77: 28-37, 2010. 
⑸Jesmin S., Mowa C.N., Sultana S.N., Shimojo N., Togashi H., Iwashima Y., Kato N., Sato A., 
Sakuma I., Hiroe M., Hattori Y., Yamaguchi N., and Kobayashi H.: VEGF signaling is 
disrupted in the hearts of mice lacking estrogen receptor alpha. Eur. J. Pharmacol., 641: 
168-178, 2010. 
⑹Muramatsu M., Yamamoto S., Osawa T., and Shibuya M.: Vascular endothelial growth factor 
receptor-1 signaling promotes mobilization of macrophage lineage cells from bone marrow 
and stimulates solid tumor growth. Cancer Res., 70: 8211-8221, 2010. 
⑺Jesmin S., Mowa C.N., Sultana S.N., Mia S., Islam R., Zaedi S., Sakuma I., Hattori Y., Hiroe 
M., and Yamaguchi N.: Estrogen receptor alpha and beta are both involved in the cerebral 
VEGF/Akt/NO pathway and cerebral angiogenesis in female mice. Biomed. Res., 31: 337-346, 
2010. 
◎放射線基礎医学講座 
⑴Matsuya Y., Hori A., Kawamura T., Emam H.F., Ahmed, K., Yu D.-Y., Kondo T., Toyooka N., 
and Nemoto H.: Synthesis of macrosphelides containing a hetrerocyclic side chain as a novel 
apoptosis inducer. Heterocycles, 80: 579-591, 2010. 
⑵Hori T., Kondo T., Kanamori M., Tabuchi Y., Ogawa R., Zhao Q.-L., Ahmed K., Yasuda T., 
Seki S., Suzuki K., and Kimura T.: Nutlin-3 enhances Tumor Necrosis Factor-Related 
Apoptosis Inducing Ligand (TRAIL)-induced apoptosis through up-regulation of DR5 in 
human sarcoma HOS cells and human colon cancer HCT116 cells. Cancer Lett., 287: 98-108, 
2010. 
⑶Zheng L., Ishii Y., Tokunaga A., Hamashima T., Shen J., Zhao Q.L., Ishizawa S., Fujimori T., 
Nabeshima Y., Mori H., Kondo T., and Sasahara M.: Neuroprotective effects of PDGF against 
oxidative stress and the signaling pathway involved. J. Neurosci. Res., 88: 1273-1284, 2010. 
⑷Hassan M.A., Buldakov M.A., Ogawa R., Zhao Q.-L., Furusawa Y., Kudo N., Kondo T., and 
Riesz P.: Modulation control over ultrasound-mediated gene delivery: Evaluating the 
importance of standing waves. J. Control. Release, 14: 70-76, 2010. 
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⑸Wei Z.-L., Ogawa R., Takasaki I., Zhao Q.-L., Zheng H-C., Almed K., Hassan M.A., and 
Kondo T.: Mild hyperthermia prior to electroporation increases transfection efficiency in 
HCT 116, HeLa S3 and SGC 7901 cells. Biotechnol. Lett., 32: 367-371, 2010. 
⑹Furusawa Y., Zhao Q.-L., Hassan M.A., Tabuchi Y., Takasaki I., Wada S., and Kondo T.: 
Ultrasound-induced apoptosis in the presence of Sonazoid and associated alterations in gene 
expression levels: A possible therapeutic application. Cancer Lett., 288: 107-115, 2010. 
⑺Hori T., Kondo T., Kanamori M., Tabuchi Y., Ogawa R., Zhao Q.-L., Ahmed K., Yasuda T., 
Seki S., Suzuki K., and Kimura T.: Ionizing radiation enhances Tumor Necrosis Factor- 
Related Apoptosis-Inducing Ligand (TRAIL)-induced apoptosis through up-regulations of 
death receptor 4 (DR4) and death receptor 5 (DR5) in human osteosarcoma cells. J. Orthop. 
Res., 28: 739-745, 2010. 
⑻Hatta H., Tsuneyama K., Kondo T., and Takano Y.: Development of an ultrasound-emitting 
device for performing rapid immune staining procedures. J. Histochem. Cytochem., 58: 
421-428, 2010. 
⑼Nakada S., Tsuneyama K., Kato I., Tabuchi Y., Takasaki I., Furusawa Y., Kawaguchi H., 
Fujimoto M., Goto H., Hikami H., Kondo T., Takano Y., and Shimada Y.: Identification of 
candidate genes involved in endogenous protection mechanisms against acute pancreatitis in 
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⑽Shoji M., Kondo T., Kijima A., Shibao Y., Nakajima T., Yamada K., and Nemoto N.: Removal 
characteristics of wipe devices under various conditions. Health Phys., 99: S136-S142, 2010. 
⑾Ahmed K., Wei Z.-L., Zhao Q.-L., Nakajima N., Matsunaga T., Ogasawara M., and Kondo T.: 
Role of fatty acid chain length on the induction of apoptosis by newly synthesized catechin 
derivatives. Chem. Biol. Interact., 185: 182-188, 2010. 
⑿Zhao Q.-L., Fujiwara Y., and Kondo T.: Synergistic induction of apoptosis and caspase- 
independent autophagic cell death by a combination of nitroxide Tempo and heat shock in 
human leukemia U937 cells. Apoptosis, 15: 1270-1283, 2010. 
⒀Hassan M.A., Ferl L.B. Jr., Kudo N., Tachibana K., Kondo T., and Riesz P.: The sonochemical 
and biological effects of three clinically-used contrast agents. Jpn. J. Appl. Phys., 49: 
07HF23-28, 2010. 
⒁Yoshihisa Y., Honda A., Zhao Q.-L., Makino T., Abe R., Matsui K., Shimizu H., Miyamoto Y., 
Kondo T., and Shimizu T.: Protective effects of platinum nanoparticles against UV-light- 
induced epidermal inflammation. Exp. Dermatol., 19: 1000-1006, 2010. 
◎公衆衛生学講座 
⑴Inadera H., Tachibana S., Suzuki A., and Shimomura A.: Carbon tetrachloride affects 
inflammation-related biochemical networks in the mouse liver as identified by a customized 
cDNA microarray system. Environ. Health. Prev. Med., 15: 105-114, 2010. 
⑵Inadera H., Tachibana S., Takasaki I., Tatematsu M., and Shimomura A.: Hyperglycemia 
perturbs biochemical networks in human trophoblast BeWo cells. Endocr. J., 57: 567-577, 
2010. 
◎内科学⑴講座 
⑴Hirata K., Taki H., Shinoda K., Hounoki H., Miyahara T., Tobe K., Ogawa H., Mori H., and 
Sugiyama E.: Inhibition of tumor progression locus 2 protein kinase suppresses receptor 
activator of nuclear factor-κB ligand-induced osteoclastogenesis through down-regulation of 
the c-Fos and nuclear factor of activated T cells c1 genes. Biol. Pharm. Bull., 33: 133-137, 
2010. 
⑵Kawahara J., Usui I., Haruta T., Kanatani Y., Hiratani K., Takano A., Uno T., Iwata M., 
Kobayashi M., and Tobe K.: Translocation of IRS-1 to cytosol attenuates insulin-stimulated 
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glucose transport without affecting PI3-kinase activity. Open Diabetes J., 3: 14-21, 2010. 
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and Inoue H.: Fluvastatin attenuates diabetes-induced cardiac sympathetic neuropathy in 
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⑵Ohori T., Hirai T., Joho S., Kameyama T., Nozawa T., Asanoi H., and Inoue H.: Circadian 
changes in autonomic function in conscious rats with heart failure: effects of amiodarone on 
sympathetic surge. Auton. Neurosci., (e-Pub, 2010) 
⑶Nakagawa T., Izumino K., Ishii Y., Oya T., Hamashima T., Jie S., Ishizaka S., Tomoda F., 
Fujimori T., Nabeshima Y., Inoue H., and Sasahara M.: Roles of PDGF receptor-beta in the 
structure and function of postnatal kidney glomerulus. Nephrol. Dial Transplant., (e-Pub, 
2010) 
◎内科学⑶講座 
⑴Tajiri K., Ozawa T., Jin A., Tokimitsu Y., Minemura M., Kishi H., Sugiyama T., and 
Muraguchi A.: Analysis of the epitope and neutralizing capacity of human monoclonal 
antibodies induced by hepatitis B vaccine. Antiviral Res., 87: 40-49, 2010. 
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⑷Mitsuhashi T., Warita K., Sugawara T., Tabuchi Y., Takasaki I., Kondo T., Hayashi F., Wang 
Z.Y., Matsumoto Y., Miki T., Takeuchi Y., Ebina Y., Yamada H., Sakuragi N., Yokoyama T., 
Nanmori T., Kitagawa H., Kant J.A., and Hoshi N.: Abnormally prolonged SRY expression in 
the streak gonads and skin of an adult XY female patient. Congenit. Anom. (Kyoto), 50: 
85-94, 2010. 
⑸Hama Y., Shiraki K., Yoshida Y., Maruyama A., Yasuda M., Tsuda M., Honda M., Takahashi 
M., Higuchi H., Takasaki I., Daikoku T., and Tsumoto T.: Antibody to varicella-zoster virus 
immediate-early protein 62 augments allodynia in zoster via brain-derived neurotrophic 
factor (BDNF). J. Virol., 84: 1616-1624, 2010. 
⑹Wei Z.-L., Ogawa R., Takasaki I., Zhao Q.-L., Zheng H-C., Almed K., Hassan M.A., and 
Kondo T.: Mild hyperthermia prior to electroporation increases transfection efficiency in 
HCT 116, HeLa S3 and SGC 7901 cells. Biotechnol. Lett., 32: 367-371, 2010. 
⑺Mitsuhashi T., Warita K., Tabuchi Y., Takasaki I., Kondo T., Sugawara T., Hayashi F., Wang 
Z.Y., Matsumoto Y., Miki T., Takeuchi Y., Ebina Y., Yamada H., Sakuragi N., Yokoyama T., 
Nanmori T., Kitagawa H., Kant J.A., and Hoshi, N.: Global gene profiling and comprehensive 
bioinformatics analysis of a 46,XY female with pericentric inversion of the Y chromosome. 
Congenit. Anom. (Kyoto), 50: 40-51, 2010. 
⑻Nakada S., Tsuneyama K., Kato I., Tabuchi Y., Takasaki I., Furusawa Y., Kawaguchi H., 
Fujimoto M., Goto H., Hikami H., Kondo T., Takano Y., and Shimada Y.: Identification of 
candidate genes involved in endogenous protection mechanisms against acute pancreatitis in 
mice. Biochem. Biophys. Res. Commun., 391: 1342-1347, 2010. 
⑼Suzuki S., Zhou Y., Refaat A., Takasaki I., Koizumi K., Yamaoka S., Tabuchi Y., Saiki I., and 
Sakurai H.: HTLV-1 manipulates interferon regulatory signals by controlling TAK1-IRF3 
and IRF4. J. Biol. Chem., 285: 4441-4446, 2010. 
⑽Furusawa Y., Zhao Q.-L., Hassan M.A., Tabuchi Y., Takasaki I., Wada S., and Kondo T.: 
Ultrasound-induced apoptosis in the presence of Sonazoid and associated alterations in gene 
expression levels: A possible therapeutic application. Cancer Lett., 288: 107-115, 2010. 
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◎アイソトープ実験施設 
⑴Shoji M., Kondo T., Kijima A., Shibao Y., Nakajima T., Yamada K., and Nemoto N.: Removal 






































































































































演題：「New Dimension of Mass Spectrometry, From Now and Future. Theory and New 


























































































演題：「Modification and function of the carboxy-terminal domain of RNA polymerase II 
（CTD）」 
講師：Dirk Eick（ドイツ ヘルムホルツ環境健康センター教授） 
内容：In higher eukaryotes, an unusual carboxy-terminal domain (CTD) is crucial to the 
function of RNA polymerase II (Pol II) in transcription. Mammalian CTD consists of 52 
heptapeptide repeats with the consensus repeat tyr1-ser2-pro3-thr4-ser5-pro6-ser7. 
Specific post-translational modifications in CTD appear to fulfil specific tasks during 
the transcription process. Biochemical and genetic studies have shown this domain to 
－44－ 
be essential for multiple steps in the 
regulation of gene expression, from the 
initiation of transcription on a chromatin 
template to the splicing and processing of 
the resulting RNA transcripts. To obtain a 
deeper insight into the function of CTD we 
produced monoclonal antibodies (mAbs) 
directed towards specific modifications in 
CTD. We discovered that, in addition to 
ser2 and ser5, also ser7 is specifically phosphorylated in CTD. Ser7-P is required for 
specific recruitment of Integrator to CTD and 3' processing of snRNA (Egloff et al., 
2007). Truncation of CTD indicated that of ser2 and ser5 phosphorylation can occur in 
mutants with 19 and 23 repeats, while efficient phosphorylation of ser7 occurs only for 
CTDs >27 repeats (Chapman et al., 2007). We will report new CTD modifications, 
enzymes involved in these modifications and the genome wide distribution of Pol II 



























演題：「How genotoxic stress activates transcription factor NF-κB: A tale of poly (ADP- 
ribose)- and ubiquitin-scaffolds」 
講師：Claus Scheidereit（ドイツ マックス・デルブリュック分子医学研究所所長） 
内容：The IKK/NF-κB system is a prototypic signaling cascade with widespread medical 
importance. It regulates important processes in normal physiology and in the diseased 
state, including lymphocyte differentiation, embryonic epidermal development, 
chronic inflammation and tumor formation. 
NF-κB is also linked in complex regulatory 
networks to the DNA damage response. As 
a potent anti-apoptotic regulator, NF-κB 
acts to limit genotoxic stress-induced cell 
death and counteracts the activity of p53. 
Thus, NF-κB activation may impair the 
efficiency of genotoxic cancer therapy. 
It has been an intriguing problem, how the 
nuclear DNA damage signal is transmitted to the cytoplasm to trigger NF-κB 
activation. Signal transmission is shown to be achieved through an ordered network of 
various posttranslational modifications. The SUMO1 ligase PIASγ and the kinase 
ataxia talengiectasia mutated (ATM) have been implicated to consecutively 
SUMOylate and phosphorylate nuclear IKKγ (NEMO, the regulatory IκB kinase 
subunit), which in turn results in activation of cytoplasmic IKK holocomplexes. 
Through proteomic analyses of IKK-associating components and use of knockout cells, 
poly (ADP-ribose)-polymerase-1 (PARP-1) could be identified as the DNA proximal 
regulator, which senses DNA strand breaks. Through poly (ADP-ribose) (PAR) 
synthesis, PARP-1 forms a scaffold to assemble IKKγ, PIASγ and ATM in a dynamic 
and transient manner. Nuclear signalosome formation involves direct binding of ATM 
and PIASγ to ADP-ribose polymers through PAR binding motifs. PAR binding of 
PIASγ is required for IKKγ SUMOylation. Subsequently, activated ATM and 
SUMOylated IKKγ are exported to the cytoplasm to activate enzymatic IKK 
holocomplexes. ATM binds to TRAF6 to induce lysine63-linked polyUb synthesis. 
TRAF6 ubiquitination then activates TAK1 and triggers cIAP1-dependent IKKγ 
monoubiquitination. However, IKKγ monoubiquitination depends not only on ATM, 
but also on PARP-1 and prior SUMOylation of IKKγ and it is essential for IKK and 
NF-κB activation. Thus, DNA double strand breaks trigger a complex, spatially 
ordered interplay of kinases, ubiquitin- and SUMO-ligases and PAR polymerase to 







開 催 月 日 
開 催 場 所 
第１回 平成22年６月４日 附属病院２階臨床講義室⑴ 
第２回 平成22年６月17日 附属病院２階臨床講義室⑴ 


































月 日 平成22年６月３日 
場 所 セミナー室 
内 容 NMR・MSによる有機化合物の構造解析 
講 師 友廣岳則（大学院医学薬学研究部（薬学）准教授） 
実 習 
月 日 平成22年５月31日～６月17日 
場 所 質量分析室⑴，NMR測定室⑵ 




月 日 平成22年６月23日 
場 所 セミナー室 
内 容 フローサイトメーターを用いた細胞解析 
講 師 岸 裕幸（大学院医学薬学研究部（医学）准教授） 
実 習 
月 日 平成22年６月24日 
場 所 細胞分析室 




月 日 平成23年３月11日 
場 所 セミナー室 
内 容 機器によるタンパク質の構造解析と分子量測定 
講 師 五味知治（生命科学先端研究センター 准教授） 
実 習 
月 日 平成23年３月11日 
場 所 蛋白質構造解析室 







第１回 平成22年５月11日 セミナー室 
第２回 平成23年１月27日 薬学部研究棟Ⅱセミナー室８ 
対 象 者 新規登録者，利用経験の浅い利用者 











第１回 平成22年５月11日 セミナー室，液体窒素取出室 
第２回 平成23年１月27日 薬学部研究棟Ⅱセミナー室８，液体窒素取出室
対 象 者 新規登録者，利用経験の浅い利用者 
内  容 ①解説「液体窒素の安全利用および高圧ガスボンベの扱い方」 
②液体窒素の取り出し実習 






月 日 平成22年７月28日 
場 所 セミナー室 
内 容 卓上顕微鏡Miniscope TM3000のセミナーと実試料観察 
担 当 （株）日立ハイテクノロジーズ 
②ピペットクリニック 
月 日 平成22年７月30日 
場 所 セミナー室 
内 容 ピペットの保守点検と使用方法・メンテナンスに関する解説 
担 当 （株）ニチリョー 
－49－ 
③ピペットマンクリニック 
月 日 平成23年３月18日 
場 所 セミナー室 
内 容 ピペットマンの保守点検と使用方法・メンテナンスに関する解説 
担 当 エムエス機器（株） 
⑸ 機器利用講習会 
①タイムラプスイメージングシステム 
月 日 平成22年12月２日，３日 
場 所 顕微鏡室 
内 容 Cell Observerの利用講習 
担 当 カールツァイス（株） 
②核磁気共鳴装置 
月 日 平成23年２月17日～25日 
場 所 NMR測定室⑴ 
内 容 Varian Gemini300による1Hおよび13Cの一次元測定（主に学部３年生対象） 
担 当 澤谷和子 
③高分解能質量分析システム 
月 日 平成23年２月23日 
場 所 セミナー室 
内 容 蛋白質同定･配列解析支援ソフトソフトウェア（PEAKS）の利用講習 
担 当 インフォコム（株） 
④自動細胞分析装置 
月 日 平成23年２月23日，24日 
場 所 細胞分析室 
内 容 フローサイトメーター（FACSCanto II）の利用講習 




機 器 名 実施回数 機 器 名 実施回数 
クライオスタット 26 分光光度計 4 
透過電子顕微鏡 1 細胞分析・分取装置 15 
超ミクロトーム 1 タイムラプス顕微鏡 2 
滑走式ミクロトーム 1 蛍光顕微鏡 11 
走査プローブ顕微鏡 1 マルチビーズショッカー 1 
核磁気共鳴装置 9 遠心機 3 
磁場型質量分析装置 2 液体窒素取出し設備 4 




機 器 細胞動態解析装置/細胞遊走解析装置（GEヘルスケア EZ-TAXIScan） 
月 日 平成22年４月９日 
場 所 セミナー室 
内 容 装置の使用方法 
②旋光計 
機 器 旋光計（日本分光 P-2100） 
月 日 平成22年４月16日 
場 所 分光分析室⑴ 
内 容 装置の使用方法 
③高分解能質量分析システム 
機 器 高分解能質量分析システム（サーモ・サイエンティフィック LTQ Orbitrap XL ETD）
月 日 
内 容 
コース１ 平成22年５月17日 低分子量化合物の分析 
コース２ 平成22年５月18日 タンパク質の分析 
コース３ 平成22年５月19日 オプションソフトウェアの使用説明 




機 器 滑走式ミクロトーム（大和光機 リトラトーム REM-710） 
月 日 平成22年５月20日 
場 所 標本作製室 





回 月   日 受講者数 
第１回 平成22年４月22日 37名 
第２回 平成22年５月25日 ７名 
第３回 平成22年６月22日 ５名 
第４回 平成22年７月26日 ８名 
第５回 平成22年９月27日 ４名 
第６回 平成22年10月25日 ４名 
第７回 平成22年11月29日 ３名 
第８回 平成23年１月25日 54名 
第９回 平成23年２月23日 10名 
⑵ テクニカルセミナー 
回 月   日 内   容 
第１回 平成22年５月10日 次世代ゲノムシークエンサーGSJuniorベンチトップシステム紹介 
第２回 平成22年６月３日 Mx3000Pリアルタイム定量PCRシステムセミナー 
第３回 平成22年６月11日 内在性タンパク質の二分子間相互作用局在解析に！ 
第４回 平成22年６月15日 リアルタイムPCRテクニカルセミナー 
第５回 平成22年10月７日 GeneChipマイクロアレイセミナー 
第６回 平成22年11月17日 キュベットレス分光計NanoVue Plusデモンストレーション 
第７回 平成22年11月19日 次世代シーケンサーテクニカルセミナー 
第８回 平成22年11月29日 マイクロアレイ3D-GENEを用いた解析方法とアプリケーション 
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⑶ 機器利用講習会 
回 月   日 内   容 
第１回 平成22年４月20日，21日 共焦点レーザースキャン顕微鏡 
（カールツァイス LSM700） 
第２回 平成22年５月11日 リアルタイムPCRシステム 
（バイオ・ラッド iQ5） 
第３回 平成22年５月26日，27日 共焦点レーザースキャン顕微鏡 
（カールツァイス LSM700） 
第４回 平成22年７月２日 マイクロチップ型電気泳動装置 
（アジレント 2100バイオアナライザ） 
第５回 平成22年９月28日 共焦点レーザースキャン顕微鏡 
（カールツァイス LSM700） 
第６回 平成22年10月27日 レーザーマイクロダイゼクション 
（カールツァイス PALM） 
第７回 平成22年11月24日 GeneSpring GXソフトウェア 
（トミーデジタルバイオロジー） 
第８回 平成22年11月24日 アコースティックソルビライザー（コバリス） 
第９回 平成22年11月30日 レシオ/FRET/発光イメージングシステム 
（浜松ホトニクス） 





区  分 新人教育 
月  日 平成22年５月12日，13日 
受講者数 21名 
第２回 
区  分 再教育 
月  日 平成22年６月25日 





区  分 新人教育 





区  分 再教育 
月  日 平成22年７月23日 
受講者数 ８名 
第５回 
区  分 再教育 
月  日 平成22年11月24日 
受講者数 ７名 
第６回 
区  分 新人教育 
月  日 平成22年11月25日，26日 
受講者数 １名 
第７回 
区  分 再教育 
月  日 平成23年１月18日 
受講者数 11名 
第８回 
区  分 新人教育 
月  日 平成23年１月19日，20日 
受講者数 18名 
第９回 
区  分 再教育 
月  日 平成23年３月７日 





月  日 平成23年２月22日 
場  所 講義実習棟104講義室 
内  容 液体シンチレーションカウンターの基礎，ケミカルサプライとプレートカウンター 



















キャンパス 五福キャンパス 杉谷キャンパス 
月  日 平成23年１月21日 平成23年１月20日，21日 
場  所 理学部２号館２階多目的ホール 附属病院２階臨床講義室⑴ 











キャンパス 五福キャンパス 杉谷キャンパス 
月  日 平成23年３月３日 平成23年３月２日，３日 
場  所 理学部２号館２階多目的ホール 附属病院２階臨床講義室⑴ 





















実 施 日：平成22年12月14日 
会  場：生命科学先端研究センター各施設 
参 加 者：射水市立奈古中学校 ２年生 69名 
内  容：①講座Ａ：「生きものと生物学に触れてみよう」 
講 師：西園啓文（生命科学先端研究センター助教） 





















































































































































日 時：平成22年11月19日 ９時30分～17時 
会 場：ホテルサンパレス球陽館 
































































































○収入   （単位：円）
事    項 予 算 額 決 算 額 差   異 
支援基盤経費（附属施設経費） 18,163,000 18,163,000 0 
支援基盤経費（研究基盤支援促進経費） 6,788,000 6,788,000 0 
教育研究設備維持運営費 25,790,000 25,790,000 0 
産学等連携経費 2,050,000 2,461,796 △411,796 
受益者負担 48,481,991 47,924,701 557,290 
収入合計（Ａ） 101,272,991 101,127,497 145,494 
 
○支出   （単位：円）
事    項 予 算 額 決 算 額 差   異 
外注経費 3,427,200 3,427,200 0 
施設管理維持費 17,370,400 19,582,336 △2,211,936 
飼育管理維持費 9,811,000 9,675,799 135,201 
動物飼料・床敷経費 9,700,000 10,386,324 △686,324 
廃棄物処理費 2,567,166 2,567,166 0 
機器維持修理費 15,143,500 14,642,168 501,332 
液体窒素購入費 2,520,000 2,083,639 436,361 
フィルター交換費 4,843,150 2,666,370 2,176,780 
非常勤職員経費 10,087,000 10,690,000 △603,000 
設備整備費 17,563,000 22,353,450 △4,790,450 
予備費 8,240,575 2,666,174 5,574,401 
支出合計（Ｂ） 101,272,991 100,740,626 532,365 




















































































































































































































設置場所 ２階 脳科学実験室 
型  式 東洋理工 TW-200UF 
仕  様 
限外濾過膜 






設置場所 ３階 ラット特殊飼育室 
型  式 三基科学工芸 SFI-2B 
仕  様 
寸法 0.1～0.001 μm 







設置場所 ３階 ラウンジ 
型  式 プラウド ECB02-423021T6 












設置場所 １階 生理学系実験室 
型  式 ミリポア mQDirect8 










階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
Ⅰ期 
２階 
手術室⑴ 中動物用MRI装置 エサオテ E-scan XQ １ 予約制
 冷凍冷蔵庫 ナショナル NR-RS2T3-H １  
 共同実験室 Ｘ線照射装置 日立メディコ MBR-1505R2 １  
  卓上型生化学検査システム ロシュ レフレトロンシステム １ 予約制
  電子天秤 エー・アンド・ディ GF-2000 １  
Ⅰ期 
３階 
処置室 レーザー血流計 アドバンス ALF2N １ 予約制
 無加温型非観血式血圧計 室町器械 MK-2000 １ 予約制
  微量遠心機 岩城硝子 CFM-100 １  
Ⅱ期 
２階 
サル処置室 動物用自動天秤 日本クレア CL-4506 １  
マウスコンベンシ
ョナル飼育室 
ラット代謝ケージ トキワ科学 T-479-1 12  
 マウス代謝ケージ 日本クレア CL0305 ８  
 系統維持室⑶ クリーンベンチ 日本医化器械 HS-700 １  
 イヌ処置室 イヌ保定器 日本クレア CL-4351 ２  
Ⅱ期 
３階 
マウス処置室⑴ マウス保定器 夏目 KN-325 １  
 電子天秤 エー・アンド・ディ GF-2000 １  
  冷蔵庫 ナショナル NR-142R-X １  
 マウス処置室⑵ マウス保定器 夏目 KN-325 １  
  動物用自動天秤 シナノ animal scale １  
  冷蔵庫 ナショナル NR-142R-X １  
  電子天秤 エー・アンド・ディ GF-2000 １  
  電子天秤 島津 FY300 １  
 ラット処置室⑴ 実体顕微鏡 ニコン SM-2 １  
  ラット保定器（大） 夏目 １  
  ラット保定器（中） 夏目 １  
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階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
Ⅱ期 
３階 
ラット処置室⑴ ラット保定器（小） 夏目 １  
 解剖台 日本クレア CL-4528 １  
  動物用自動天秤 日本クレア CL-4504 １  
  電子天秤 島津 FY-3000 １  
  卓上遠心機 クボタ 2010 １  
 ラット処置室⑵ ラット保定器（大） 夏目 １  
  ラット保定器（中） 夏目 １  
  ラット保定器（小） 夏目 １  
  解剖台 日本クレア CL-4528 １  
  動物用自動天秤 日本クレア CL-4504 １  
  冷蔵庫 ナショナル NR-142R-X １  
 ラット特殊飼育室 ビニールアイソレーター 三基科学工芸 SFI-2B １ 新設 
Ⅲ期 
２階 
手術室⑵ 多用途計測記録装置 日本光電 RM-6000 １  
 心臓蘇生装置 日本光電 TEC-3500R １  
  全身麻酔器 アイカ SAFER100 １  
  人工呼吸器 アイカ R-60 １  
  動物用恒温手術台 夏目 KN-304B １  
  手術用顕微鏡 オリンパス OME-NA-W １  
  電気メス コンセプト SR-9600 １  
  卓上遠心機 クボタ 2010 １  
  無影灯 山田医療照明 U61EL １  
  CO2モニター 日本光電 OIR-7101 １  
  手洗い装置 大研医上 DKI-2A １  
  オートクレーブ ユヤマ YS-A-C202 １  
  冷凍冷蔵庫 東芝 GR-411A １  
 エックス線室 小動物用光イメージング装置 島津 Clairvivo OPT １ 予約制
 
－73－ 







 ガス麻酔システム DSファーマバイオメディカル １ 予約制
 モルモット・ウサギ
処置室 
押田式ウサギ保定器 日本クレア CL-4521 １  
 脳定位固定装置 成茂科学 SR-2 １  
  冷蔵庫 ナショナル NR-1502R １  




準備室 自動手指消毒器 サラヤ BM-5500 １  
  殺菌線消毒ロッカー ナビス W型 １  
 前室 殺菌線消毒ロッカー ナビス W型 １  
  冷凍庫 大同工業 DKS-201 １  
  冷蔵庫 東芝 GR-117 １  
  超低音フリーザー（－80℃） サンヨー MDF-292 １  
 実験室⑴ 安全キャビネット 日本医化器械 YH-1300BHⅡA １  
  ウサギ感染用ラック 日本医化器械 SR-1600 ２  
 実験室⑵ 安全キャビネット 日本医化器械 YH-1300BHⅡA １  
  電子天秤 エー・アンド・ディ GF-2000 １  
  小動物感染用ラック 日本医化器械 AH型 ２  
Ⅲ期 
３階 Ｓ Ｐ Ｆ
動物飼育室
 
処置室 電子天秤 島津 FY-3000 １  
 冷蔵庫 ナショナル NR-142R-X １  
 準備室 殺菌線消毒ロッカー 日本医化器械 エレガSW型 １  
  自動手指消毒器 サラヤ BM-5500 １  
  マウス固定器 夏目 KN-325 ３  
 胚操作室 マイクロマニュピレーター エッペンドルフ Cell Trans １  
  倒立顕微鏡 カールツァイス axiovert135 １  
  炭酸ガス培養器 アステック APC-30DR-Z １  
  実体顕微鏡 オリンパス SZX9 １  
 
－74－ 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
Ⅲ期 
３階 
胚操作室 実体顕微鏡 ニコン SM215B-DSD １  
 マイクロフォージ ナリシゲ MF-900 １  
  マイクロプーラー ナリシゲ PN-30 １  
  研磨器 ナリシゲ EG-44 １  
  ホットプレート NSSIN NHP-45N １  
  冷蔵庫 ナショナル MR-BL-26T2-H １  
 行動科学実験室（小） マウス行動解析装置 室町機械 ComPACT VAS/DV １  
Ⅳ期 
１階 
手術室⑶ 無影灯 山田医療照明 U60EL １  
 冷凍冷蔵庫 ナショナル NR-BL-52T-2-H １  
  多用途計測記録装置 日本光電 RM-6000 １  
  全身麻酔器 アネス SAFER100 １  
  人工呼吸器 アネス R-60 １  
  電気メス コンセプト SR-9600 １  
  吸引器 ミズホ MSP-205 ２  
  動物用恒温手術台 トキワ科学 T-635-D １  
  ミニQスイッチYAGレーザー コンテニュアム Minilitell,MD,MT １  
  ポリグラフ・生体用アンプ 日本光電 PEF-1000 １  
Ⅳ期 
２階 
行動科学実験室 冷凍冷蔵庫 ナショナル NR-BL-52T-2-H １  
 無影灯 山田医療照明 U60EL １  
  動物用恒温手術台 トキワ科学 T-635-D １  
Ⅳ期 
３階 
Tg/KO室前室 電子天秤 オーハウス スカウトⅡSC4010 １  
 電子天秤 エー・アンド・ディ GF-2000 ４  





階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 標本作成室 クライオスタット ライカ CM3050S IV ２ 予約制
  マイクロスライサー 堂阪イーエム DTK-1500 １  
  滑走式ミクロトーム 大和光機 REM-710 １  
  イオンコーター EIKO IB3 １  
  イオンスパッター 日立 E-1030 １  
  臨界点乾燥器 日本電子 JCPD-5 １  
  マイクロウェーブ処理装置 EMS 820S １  
  ガラスナイフ作成機 LKB 7800 １  
  凍結割断器 RMC-EIKO TF-2 １  
  実体顕微鏡 ニコン SMZ １  
  純水装置 岩城ガラス ASH-2DS １  
  超音波洗浄器 海上電気 Sono-Cleaner 100 １  
  上皿電子天秤 メトラー AJ100 １  
 電顕室⑴ 高分解能走査電子顕微鏡 日立 S-4500 １ 予約制
  実体顕微鏡 オリンパス SZH-131   
  凍結置換装置 ライヘルト AFS １  
 電顕室⑵ 高分解能透過電子顕微鏡 日本電子 JEM-1400TC １ 予約制
 電顕室⑶ 走査プローブ顕微鏡 SIIナノテクノロジー SPA-400 １ 予約制
 超ミクロトーム室 実体顕微鏡 ニコン SMZ-10 １  
  樹脂包埋用恒温槽 DSK T-75 １  
  真空蒸着装置 日立 HUS-5GB １  
  超ミクロトーム ライヘルト ウルトラカットE １  
  超ミクロトーム ライヘルト ウルトラカットOmU4 １  
 暗室 印画紙乾燥器 FC製作所 JRC-55 １  
  印画紙水洗器 ハンザ プリントウォッシャー １  
 
－76－ 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 暗室 引伸器 アサヒダースト L-1200 １  
 NMR測定室⑴ 超伝導FT核磁気共鳴装置 バリアン UNITYplus 500 １ 予約制
  超伝導FT核磁気共鳴装置 バリアン GEMINI 300 １ 予約制
 NMR測定室⑵ 超伝導FT核磁気共鳴装置 日本電子 ECX-400P １ 予約制
 Ｘ線解析室 ウルトラミクロ天秤 パーキンエルマー AD-2 １  
  単結晶Ｘ線構造解析装置 理学電機 RASA-7R １ 予約制
 細胞分析室 自動細胞分析装置 ベクトン・ディキンソン FACSCantoⅡ １ 予約制
  自動細胞分析装置 ベクトン・ディキンソン FACSCalibur １ 予約制




カールツァイス Cell Observer １ 予約制
  リアルタイム細胞解析装置 ロシュ xCELLigence RTCA DP １ 予約制
 ESR測定室 電子スピン共鳴装置 日本電子 JES-TE100 １ 予約制
  化合物設計支援システム 富士通 S-7/TEIJIN MATERIA １  
 セミナー室 パーソナルコンピュータ アップル Power Macintosh G4 １ 
室使用
予約制
  パーソナルコンピュータ HP Compaq dx6100ST ２ 
  カラーレーザープリンタ 富士ゼロックス 3320PS １ 
  レーザープリンタ エプソン LP-7900 １ 
  液晶プロジェクタ エプソン EMP835 １ 
３階 元素分析室 全自動元素分析装置 サーモエレクトロン FlashEA 1112 １ 受託 限定 
  ウルトラミクロ天秤 パーキンエルマー AD-4 1  
 細胞培養室 イムノウォッシャー インターメッド NK-300 １  




テカン GENios １ 予約制
  微量冷却遠心機 トミー MX-305 １  
  オートクレーブ トミー BS-325 １  
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階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
３階 細胞培養室 クリーンベンチ 日立 PCV1303BRG3 １ 予約制
  安全キャビネット 日立 SCV1303ECⅡA １ 予約制
  分取電気泳動装置 バイオ・ラド 2128システム １  
  二次元電気泳動装置 アナテック クールフォレスター １ 予約制
  二次元電気泳動装置 ファルマシア Phast System １  
  二次元電気泳動ゲルピッカー アナテック FluoroPhoreStar 3000 １  
  電気泳動画像解析システム シマヅバイオテック Progenesis １  
  恒温水槽 タイテック SM05 １  
  卓上多本架遠心機 クボタ KN-70 １  
 フラン器室 炭酸ガス培養器 ナプコ 5410 １ 登録制
  遺伝子導入装置 バイオ・ラド ジーンパルサー １  
  細胞融合装置 理工化学 EFC 2001 １  
  生細胞観察システム カールツァイス Axiovert 135 １ 予約制
  細胞動態解析装置 GEヘルスケア EZ-TAXIScan １ 予約制
 超遠心機室 分離用超遠心機 ベックマン Optima XL90 １ 予約制
  分離用超遠心機 ベックマン Optima L70 ２ 予約制
  卓上分離用超遠心機 ベックマン Optima TLX １ 予約制
  高速冷却遠心機 ベックマン J2-MI １ 予約制
  高速冷却遠心機 ベックマン Avanti HP-26XP １ 予約制
  微量冷却遠心機 トミー MX-300 １  
  ホモジナイザー キネマチカ PT20SKR １  
  超音波破砕機 アストラソン XL2020 １ 予約制
  圧力式細胞破砕機 サーモエレクトロン フレンチプレス １ 予約制
  遠心濃縮機 サーバント SC-110A １  
  バキュームオーブン アドバンテック VO-320 １  
  恒温冷却振蘯水槽 タイテック ML-10F １ 予約制
 
－78－ 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
３階 超遠心機室 オートクレーブ トミー BS-325 １ 予約制
  安全キャビネット 日立 SCV1303ECⅡA １ 予約制
  紫外可視分光光度計 島津 UV160A １ 予約制
  上皿電子天秤 アーンストハンセン HL-3200 １  
  多検体細胞破砕機 安井器械 MB755U(S) １  
 恒温室 旋回振とう機 タイテック NR-20 ２ 予約制
  旋回振とう機 和研薬 イノーバ2150 １ 予約制
  旋回往復振とう機 タイテック NR-300 １ 予約制
 暗室 自動フィルム現像装置 フジフイルム CEPROS SV １ 予約制
 低温実験室 製氷機 ホシザキ F120C １  
  超純水製造装置 ヤマト EQP-3SB １  
  超低温フリーザー レブコ UTL-2186 ２ 登録制
  超低温フリーザー サンヨー MDF-U581AT １ 登録制
  超低温フリーザー サンヨー MDF-U73VS6 ２ 登録制
 低温室 （４℃実験室）  １ 登録制
４階 画像解析室 正立蛍光顕微鏡システム オリンパス BX61/DP70 １ 予約制
  倒立蛍光顕微鏡システム キーエンス BZ-8000 １ 予約制
  大判カラープリンタ キヤノン ImagePrograph iPF8300S １ 予約制
  大判カラープリンタ キヤノン ImagePrograph iPF8100 １ 予約制
  インクジェット写真プリンタ キヤノン Pixus Pro9000 １  
  画像解析コンピュータ HP Compaq ３ 予約制
  画像解析コンピュータ アップル iMac １  




階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 分光分析室⑴ 円二色性分散計 日本分光 J-805 １ 予約制
  原子吸光分光光度計 日立 Z-5000 １ 予約制
  低温灰化装置 ヤマト プラズマリアクタPR31 １  
  施光計 日本分光 P-2100 １ 予約制
 分光分析室⑵ プロテインシーケンサー 島津 PPSQ-21 １ 予約制
  Ｃ末端ペプチド分取装置 島津 CTFF-1 １  
  ペプチド合成装置 島津 PSSM-8 １ 予約制
  微量電子天秤 アーンストハンセン HR-182 １  
  瞬間測光分光光度計 ベックマン DU-7500 １  




サン SPARC station 
ゼネティックス GENETYX-SV 
１ 登録制
  分子構造解析ワークステーション SGI OCTANE／MSI Insight II １  
  ルミノメーター ダイアヤトロン Luminous CT9000 １  
 蛋白質構造解析室 アミノ酸分析装置 島津 LC-10AS １  
  高速液体クロマトグラフ 島津 LC-10A １  
  マイクロカロリメーター マイクロキャル MC-2D １  
  飛行時間型質量分析装置 ブルカーダルトニクス autoflex １ 予約制




  ボール盤 日立 B23SC １  
  横フライス盤 イワシタ NK-1# １  
  立フライス盤 井上工機 EV-6 １  
  高速切断機 日立 CC14SA １  
  万能切断機 マルトー MC743，MC-30 ２  
  電動ノコ 日本工機 ラクソー250他 ２  
  足踏切断機 盛光 103 １  
 
－80－ 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 工作室 鉄板折曲機 盛光 G-2 １  
  ベルトグラインダー 淀川電気 ダイバースYS-1N １  
  溶接機 ダイデン サイリスタペンターク 300S １  
  アングルカッター キトー １  
  チェーンブロック ギヤードトロリー 10-AG 他 ２  
  ディスクグラインダー 日立 G10SH １  
  ドリル研磨機 中国精機 ドルケンDL-Ⅲ １  
  ハンドパレットトラック ビシャモン BM08-46SS １  
  ハンドリフター バンラック BX-25 １  
  ポータブルグラインダー ミニター ミニモ７ 他 ２  
  液体クリーナー 三立機器 JE-1 １  
  アクリベンター 富士 113 １  
  糸ノコ盤 榎本工業 エミニ １  
  手動割出台 酒巻 DMB 135-24 １  
  集塵機 ダイヘン PBS B-4 １  
  心出し顕微鏡 ニコン S2 １  
  刃物水研磨機 日立 CK21SA2 １  
  爪付きジャッキ 今野製作所 MB-50 １  
  電気カンナ 日立 P-20 １  
  電気グラインダー 日立 GBT5，GT13 １  
  電気ジグソー 日立 JHT-60 １  
  電気ドリル リョウビ PD-1930A 他 ２  
  電気ハンドシャー 日立 NUC-RN １  







階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 質量分析室⑴ 質量分析装置 日本電子 JMS-AX505HAD １ 予約制
  質量分析装置 日本電子 GCmateⅡ １ 予約制
  赤外分光光度計 日本分光 FT/IR-460 １ 予約制
 質量分析室⑵ 高分解能質量分析システム 
サーモ・サイエンティフィック 
LTQ Orbitrap XL ETD 
１ 予約制
◎薬学部研究棟 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
３階 液体窒素取出室 液体窒素貯蔵システム ダイヤ冷機 １  
 コピー室 製本機 GBC サーマバインド 2000T ２  
  製本機 ゲステットナー VB270 他 ２  




階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
１階 細胞培養室 クリーンベンチ 日立 PCV-845BRG3 １ 予約表
  安全キャビネット 日立 SCV-805ECⅡAB １ 予約表
  安全キャビネット 日立 SCV-1903ECⅡA １ 予約表
  炭酸ガス培養器 ナプコ 5420 １  
  オートクレーブ トミー BS-325 １  
  卓上多本架遠心機 クボタ KN-70 １  
  微量高速冷却遠心機 日立 CT-13R １  




パッカード トップカウント １ 予約表
  液体シンチレーションカウンタ ベックマン LS6500 １ 予約表
 現像室 フィルム自動現像機 フジフイルム FPM800A １  
  UVクロスリンカー フナコシ FS-1500 １  
  微量高速冷却遠心機 日立 CT-13R １  
  ハイブリダイゼイションオーブン タイテック HB １ 予約表
 DNA調製室 分離用超遠心機 日立 CP80α １ 予約表
  高速冷却遠心機 クボタ 6900 １ 予約表
  低速冷却遠心機 クボタ 8800 １  
  振とう恒温槽 タイテック ML-10F １ 予約表
  低温恒温槽 タイテック EL-8F １ 予約表
  ダブルビーム分光光度計 日立 U-2001 １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-394 １  
 高レベル標識室 ゲル乾燥機 アトー AE-3750 １ 予約表
  恒温器 ヤマト科学 IC-600 １  
 RIP3実験室 安全キャビネット 日立 SVC-1304ECⅡB １  
  オートクレーブ トミー BS-325H １  
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階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
１階 RIP3実験室 炭酸ガス培養器 サンヨー MCO-345 １  
  分離用超遠心機 日立 CP80α １  
  高速冷却遠心機 日立 CR21E １  
  微量高速冷却遠心機 日立 CF15D2 １  
  卓上多本架遠心機 トミー LC-06BH １  
  倒立顕微鏡 オリンパス IX70-22PH １  
  倒立顕微鏡 オリンパス CK2-TRC-2 １  
  蛍光顕微鏡 オリンパス BX50-34-FLA-1 １  
  ゲル乾燥機 アトー AE-3711 １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-U481AT １  
 試料調製室 オークリッジ型フード ヤマト科学 FHL-120 １  
 RI保管室⑵ RI耐火性鉛貯蔵庫 産業科学 SK-925B １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-192 １  
  薬用冷凍冷蔵庫 サンヨー MPR-411F １  
 汚染検査室⑵ GMサーベイメータ アロカ TGS-136 ２  
  GMサーベイメータ アロカ TGS-146 １  
  シンチレーションサーベイメータ アロカ TGS-161 １  
  製氷機 ホシザキ FM-120D １  
２階 滅菌消毒室 高圧蒸気滅菌装置 サクラ ST-2 １ 予約表
  オートクレーブ トミー BS-325 １  
  乾熱滅菌器 サンヨー MOV-212S ２  
  純水製造装置 セナー OPTION4 １  
  超純水製造装置 セナー UHQII/Option5A/tank １  
  製氷器 ホシザキ FM-120D-50 １  
 遺伝子発現解析室 マイクロアレイスキャナー ルモニクス ScanArray LITE-ES GSI １ 予約表
  GeneChip解析システム アフィメトリクス 72-DM00-10 １ 予約制登録制
 
－84－ 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 遺伝子発現解析室 微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
  マイクロチップ型電気泳動装置 アジレント 2100バイオアナライザ １  
 感染動物飼育室 小動物感染用ラック 日本クレア XL-5608-2 １  
 感染動物実験室 安全キャビネット 日立 SCV-1303ECⅡA １  
  安全キャビネット 日立 SCV-804ECⅡB １  
  万能滑走式ミクロトーム 大和光機 US-111C160A １  
  倒立顕微鏡 オリンパス IX50-11PH １  
  実体顕微鏡 オリンパス SZ4045 １  
  無影灯 日本クレア １  
  微小電極増幅器 日本光電 MEZ-8301 １  
  微小電極作製器 成茂科学 PC-10 １  
  電気刺激装置 日本光電 SEN-3301 １  
  アイソレーター 日本光電 SS-202J １  
  ペンレコーダー NEC三栄 8K-20 １  
  脳定位固定装置 成茂科学 SR-5N １  
  脳定位固定装置 成茂科学 SR-6N １  
  脳定位固定装置用マニピュレーター 成茂科学 SM-21 １  
  DATデータレコーダー ティアック RD-135T １  
  マイクロウォームプレート キタザト DC-MP-10 １  
  オシロスコープ 菊水電子 COR5521 １  
  実験用ラック 菊水電子 KRD1600 １  
  マニピュレーター 成茂科学 MP-2 １  
  除震台 成茂科学 BP-2 １  
  シールドボックス 成茂科学 RM-1 １  
 測定機器室 DNAシーケンサー ABI PRISM310 １ 予約制登録制
  DNAシーケンサー ABI PRISM3100 １ 予約制登録制
 
－85－ 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 測定機器室 リアルタイムPCRシステム バイオ・ラッド iQ5 １ 予約制
  PCRサーマルサイクラー ABI System9700 １ 予約表
  PCRサーマルサイクラー パーキンエルマー System2400 １ 予約表
  PCRサーマルサイクラー タカラ Dice Gradient １ 予約表
  定量リアルタイムPCRシステム ストラタジーン Mx3000P ３ 予約制
  分光光度計 ベックマン DU-7400 １  
  １㎕分光光度計 ナノドロップ NanoDrop 1000 １  
  遠心式濃縮機 タイテック VC-36N １ 予約表
  微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
  インフラレッドイメージングシステム LI-COR ODYSSEI １ 予約制




アステック PC-700 １  
３階 情報処理室 共焦点レーザー顕微鏡 ライカ TCS-SP5 １ 予約制登録制
  共焦点レーザー顕微鏡 カールツァイス LSM700 １ 予約制登録制
  パーソナルコンピュータ HP dx7300ST/CT １ 予約制
 植物実験室 安全キャビネット 日立 SCV-1303ECⅡA １  
  オートクレーブ トミー BS-325 １  
  分離用超遠心機 日立 CP80α １ 予約表
  高速冷却遠心機 日立 CR21E １ 予約表
  微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
  恒温振とう培養器 タイテック BR-30LF １  
  恒温振とう培養器 タイテック BR-40LF １ 予約表
  恒温振とう培養器 ニューブランズウィック 4330 １ 予約表
  遺伝子導入装置 バイオ・ラド GenePulserII １  
  遺伝子導入装置 バイオ・ラド E.coliPulser １  
  遺伝子導入システム Amaxa Nucleofector １  
 
－86－ 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
３階 植物実験室 ルミノ・イメージアナライザー フジフイルム LAS-1000plus １ 予約制
  密閉式超音波細胞破砕装置 コスモバイオ Bioruptor １  
  卓上型２周波超音波洗浄器 井内盛栄堂 VS-100D １  
  チューブシーラー 日立 STF-1 １  
  低温恒温槽 タイテック EL-8F １  




カールツァイス PALM MicroBeam １  
  アコースティックソルビライザー コバリス Covaris Model S1 ２ 予約制
 人工気象室 蛍光顕微鏡 オリンパス BX50-34LFA-1 １ 予約表
  顕微鏡用デジタルカメラ オリンパス DP70 １  
 低温室（前室） 超音波発生器 トミー UD-200 １  
  ゲル撮影装置 アトー プリントグラフGX １  
  ホモジナイザー 日立 HG30/C10/CO4 １  
 低温室 ホモジナイザー用撹拌機 井内盛栄堂 55-4039-01 １  
  振とう機 タイテック NR-1 １  
  振とう機ダブルシェーカー タイテック NR-30 １  
  マイクロミキサー タイテック E-36 1  
  凍結保存容器 太陽東洋酸素 １  
  液体窒素容器 東京理化器械 １  
 教員実験室⑴ 微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
  卓上多本架遠心機 クボタ KN-70 １  
  培養顕微鏡 オリンパス CK30 １  
  倒立顕微鏡 オリンパス CK2-TRC2 １  
  デジタルカメラシステム ライカ PCV100C １  
  炭酸ガス培養器 サンヨー MCO-345 ２  
  炭酸ガス培養器 サンヨー MCO-20AIC １  
 
－87－ 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
３階 教員実験室⑴ インキュベーター ヤマト IC400 １  




浜松ホトニクス AQUACOSMOS １  
  卓上型細胞培養装置 和研薬 MODEL 9300EX １ 予約表
 教員実験室⑵ 低速冷却遠心機 クボタ 8800 ２  
  微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
  ユニバーサルシェーカー 旭テクノグラス SHK-420N １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-293AT １  
 ベクター調製室 安全キャビネット 日立 SCV-1304ECⅡB １ 予約表
  微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
  卓上多本架遠心機 クボタ KN-70 １  
  炭酸ガス培養器 ナプコ 5400 １  
  実体顕微鏡 オリンパス SZ6045 １  
  培養顕微鏡 オリンパス CK30-11PHP １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-393 １  
 形質転換実験室 安全キャビネット 日立 SCV-1303ECⅡB ２ 予約表
  炭酸ガス培養器 ナプコ 5400 １  
  培養顕微鏡 オリンパス CKX31 １  
  倒立顕微鏡 オリンパス CK2-TRC-2 １  
  オートクレーブ トミー BS-325 １  
  高速冷却遠心機 日立 CR21E １ 予約表
  微量高速冷却遠心機 日立 CT13R ２  
  卓上多本架遠心機 クボタ KN-70 １  




アステック PC-700 １  




階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
１階 汚染検査室⑴ GMサーベイメータ アロカ TGS-121 ３  
  GMサーベイメータ アロカ TGS-133 １  
  GMサーベイメータ アロカ TGS-136 ６  
  GMサーベイメータ アロカ TGS-146 ２  
  シンチレーションサーベイメータ アロカ TGS-161 １  
  製氷機 ホシザキ電機 F-120C １  
  ハンドフットクロスモニタ アロカ MBR-51 １  
 物理系実験室 Ge半導体検出器 セイコーEG&G 7700-10 他 １  
  電離箱サーベイメータ アロカ ICS-311 １  
 学生測定室 GM測定装置 アロカ TDC-105 ３  
  GM測定装置 アロカ TDC-103，101B ２  
  シンチレーション測定装置 アロカ TDC-511 ２  
  IP用シールドボックス フジフイルム BAS-SHB2040 １  
 学生実習室 オークリッジ型フード 千代田テクノル TG-2100 １  
  クリーンベンチ 日立 PCV-1303ARG3 １  
  卓上遠心機 クボタ KA-1000A １  
  卓上型振とう恒温槽 タイテック パーソナル11EX ２  
  卓上型恒温槽 タイテック SM-05 １  
  冷凍冷蔵庫 ナショナル NR-205TR-W １  
 RI保管室⑴ 冷蔵庫 日本フリーザー UKS-5000A １  
  低温フリーザー 日本フリーザー GS-5203A １  
  低温フリーザー サンヨー MDF-U538D １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-190 １  
  耐火性鉛貯蔵庫 キリー工業 AZ-301 １  
  耐火性鉛貯蔵庫 キリー工業 AZ-302 ６  
 
－89－ 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
１階 動物処理室 動物乾燥処理装置 ワカイダ WINDY2000 １ 予約制
  低温フリーザー サンヨー MDF-U338 １  
 生理学系実験室 オークリッジ型フード 産業科学 SK-423 ２  
  クリーンベンチ 日立 PCV-845BRG3 １ 予約制
  炭酸ガス培養器 エスペック BNA-111 １ 予約制
  オートクレーブ 平山製作所 HVE-25 １  
  全自動バイアル瓶洗浄装置 ワカイダ ROBO CLEAN-400 １ 予約制
  液体クロマトグラフ HP HP-1100 １  
  液体クロマトグラフ エイコム ENO-20/ECD-300 １  
  フラクションコレクター バイオラド BioFrac １  
  蛍光分光光度計 島津 RF-1500 １  
  電子天秤 ザルトリウス BP160P １  
  電子天秤 メトラートレド AB135-S/FACT １  
  インキュベートボックス タイテック M-230F １  
  器具乾燥機 サンヨー MOV-202 １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-C8V １  
  薬用保冷庫 サンヨー MPR-414F １  
  超純水製造装置 ミリポア milliQ direct8 １ 新設 
２階 測定室⑴ 液体シンチレーションカウンタ アロカ LSC-5100 １ 予約制
  液体シンチレーションカウンタ アロカ LSC-5200 １ 予約制
  液体シンチレーションカウンタ アロカ LSC-6101 １ 予約制




パッカード トップカウント １ 予約制
  オートウエルガンマカウンタ アロカ AccuFLEXγ7001 １ 予約制
 測定室⑵ バイオイメージングアナライザー フジフイルム BAS3000 １ 予約制
  バイオイメージングアナライザー フジフイルム BAS5000 １ 予約制
 
－90－ 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 化学系実験室 オークリッジ型フード 千代田テクノル TG-2100 ２  
  セルハーベスター パッカード マイクロメイト196 １  
  冷凍冷蔵庫 ナショナル SR-22NF １  
  薬用保冷庫 サンヨー MPR-414F １  
  冷凍冷蔵庫 ナショナル NR-C25C １  
  アスピレーター 井内 A-2S １  
 実験動物室 オークリッジ型フード 千代田テクノル TG-2100 ２  
  電子天秤 ザルトリウス R160D １  
  ラット代謝ケージ 杉山元医理器 MC-CO-23 １  
  小動物用飼育ラック セオービット KE-2450-6 １  
  薬用保冷庫 サンヨー MPR-214FS １  
  微量高速冷却遠心機 トミー MRX-151 １  
 暗室 トランスイルミネーター ビルバールマット TFX20CM １  
 生物系実験室 オークリッジ型フード 千代田テクノル TG-2100 ２  
  クリーンベンチ 日立 PCV-1919ARG3 １ 予約制
  炭酸ガス培養器 エスペック BNA-121D １ 予約制
  乾熱滅菌器 エスペック KPV-121 １  
  インキュベータ エスペック LN-122 １  
  倒立顕微鏡 オリンパス IX70 １  
  微量高速冷却遠心器 ベックマン MICROFUGE R １  
  振とう機 タイテック NR-3 １  
  ホモジナイザー ミゾニックス XL2020 １  
  ゲル乾燥機 バイオ・ラッド モデル583 １ 予約制
  振とう恒温槽 タイテック ML-10F １  
  凍結ミクロトーム ライカ CM1510S １  
  薬用冷凍冷蔵庫 サンヨー MPR-411F １  
 
－91－ 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 生化学系実験室⑴ カルフォルニア型フード 千代田テクノル TG-2150 ２  
  凍結乾燥機 ラブコンコ LL-1 １  
  遠心濃縮機 トミー CC-105 １  
  インキュベートボックス タイテック M-230F １ 予約制
  定温乾燥機 アドバンテック東洋 FS-620 １  
  薬用保冷庫 サンヨー MPR-404F １  
 生化学系実験室⑵ オークリッジ型フード 産業科学 SK-423 １  
  薬用保冷庫 サンヨー MPR-414F １  
 生化学系実験室⑶ オークリッジ型フード 産業科学 SK-423 １  
  多本架低速冷却遠心機 トミー RLX-131 １  
  卓上型恒温槽 東京理化器械 UC-65 １  
  アルミブロック恒温槽 タイテック DTU-2C １  
  冷蔵庫 日本フリーザー UKS-5000A １  
  低温フリーザー 日本フリーザー GS-5203A １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-192 １  
  器具乾燥機 サンヨー MOV-202 １  
  薬用保冷庫 サンヨー MPR-414F １  
 形態学系実験室 オークリッジ型フード 産業科学 SK-423 ２  
  クリーンベンチ 日立 PCV-1919ARG3 １ 予約制
  炭酸ガス培養器 エスペック BNA-121D １ 予約制
  安全キャビネット 日立 SCV-1303ECⅡA １  
  オートクレーブ 平山製作所 HA-240MⅡ １  
  高速冷却遠心機 トミー SRX-201 １  
  微量高速冷却遠心機 トミー MRX-151 １  
  ハイブリダイゼーションオーブン タイテック HB ２ 予約制
  恒温振とう培養器 タイテック BR-40LF １  
 
－92－ 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 形態学系実験室 振とう機 タイテック NR-30 １  
  PCRサーマルサイクラー パーキンエルマー System2400 １  
  PCRサーマルサイクラー パーキンエルマー System9600 １  
  ゲル乾燥機 バイオ・ラッド モデル583 １ 予約制
  薬用保冷庫 サンヨー MPR-411FS １  
※備考欄に記載してある事項の詳細は次のとおりである。 
「予 約 制」：富山大学生命科学先端研究センター実験機器予約システムにて予約が必要な機器。 
「予 約 表」：備え付けの予約表にて予約が必要な機器。 
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⑷ 大学院医学薬学研究部の医学系から選出された教育職員 ３人 
⑸ 大学院医学薬学研究部の薬学系から選出された教育職員 ２人 
⑹ 大学院理工学研究部の各系から選出された教育職員 各１人 
































































































































































事    項 利 用 料 金 備     考 






平成  年  月  日 
センター利用研究員申請書 
国立大学法人富山大学長 殿 
申 請 者 
所属機関等名 
所 在 地 
代表者等氏名               ㊞ 
富山大学生命科学先端研究センター利用研究員取扱規則第４条の規定により申請します。 
なお，申請者は，富山大学生命科学先端研究センター利用研究員取扱規則を遵守します。 
ふ り が な
氏 名
 
男・女 写   真 
 
生 年 月 日 （ 年 齢 ）     年   月   日 （   歳） 




               ＜連絡先＞            
勤 務 先 に お け る
職 務 内 容
 
最終学歴・卒業年月  
学 位 等  
利 用 期 間 平成  年  月  日 から 平成  年  月  日まで 
利 用 目 的  
利 用 施 設  






























































機 器 等 名 単 位 料 金（円） 備 考 
元素分析装置 基本料金 13,000  
 １検体 6,500  
磁場型質量分析装置 基本料金 13,000  
EI低分解能測定 １検体 2,600  
EI高分解能測定 １検体 3,640  
FAB低分解能測定 １検体 6,500  
FAB高分解能測定 １検体 9,100  
超伝導FT核磁気共鳴装置 基本料金 13,000  
1H測定 １検体 3,900 調製済み試料
限定 13C測定 １検体 7,800 
プロテインシーケンサー 基本料金 13,000  
 １サイクル 2,600  
飛行時間型質量分析装置 基本料金 13,000  
 １検体・１条件 13,000  
DNAシーケンサー（１キャピラリタイプ） 基本料金 13,000  
 １検体 650  
DNAシーケンサー（16キャピラリタイプ） 基本料金 13,000  
 １ラン 7,800  
ガンマ線スペクトルメータ 基本料金 13,000  






平成  年  月  日
富山大学生命科学先端研究センター長 殿 
 依頼者  
 郵 便 番 号  
 住    所  
 機 関 名 等  
 代表者等氏名  ㊞ 















郵 便 番 号  
住   所  
担当者氏名  
電 話 番 号  
ＦＡＸ番号  
電子メール  
相 談 希 望 日    年  月  日 試験等実施希望日    年  月  日 
 






【使用機器（試験等別種別）：基本料金＋（数量（件数）×単価）＝     円】
 
②相談等により設定
した（その他特殊測
定等）料金内訳 
【積算等】 
円 
※ 依頼者は太枠内を記入してください。 
あとがき 
 富山大学生命科学先端研究センター年報第５号をお届けします。 
 2011年３月11日（金）に発生した東北地方太平洋沖地震・大津波とそれに伴って起きた原子力発
電所の事故は，東北地方と関東地方の特に太平洋沿岸部に甚大な被害をもたらしました。この東日
本大震災により，ライフラインの特に電力や輸送交通に多大な支障が生じ，現在も我が国の社会シ
ステム全体に深刻な影響を及ぼしています。 
 この大震災で被災地に限らず多くの大学では，卒業式・入学式の中止や新年度の授業開始の延期
などの対応に追われました。また，地震・津波による施設・設備の損傷や，その後の停電・断水に
より多数の貴重な研究試料が損失するなど，今も被災地の大学では研究・教育活動に大きな支障が
生じております。このため，本学では東日本大震災の対応として，学生等の支援や医療等の支援な
どに取り組んでおり，当センターの教職員も一時帰宅者のスクリーニングの支援を行っています。 
 生命科学分野の研究・教育を推進・支援する当センターでは，地震や停電の発生に際して貴重な
研究試料の損失など不測な事態が生じないよう，防災対策の整備・充実を図る必要があり，現在概
算要求中の当センター動物実験施設棟・アイソトープ実験施設棟の近代化・耐震補強工事では，防
災対策の一環としてバックアップ電源の確保などについても検討する必要があります。 
 このため，当センターの施設・設備が高水準の教育研究の推進・支援機能を維持するため，今後
とも皆様のご理解，ご支援をお願いいたします。 
（H・H） 
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